
(様式1)

2025 2026 2027 2028 2029 2030
【基準値】 【目標値】

■競技体験型事業

キッズフェスティバルの開催

■ジュニア教室の開催

ジュニア教室の定期開催によりジュニア層の
レベルアップおよび指導力向上を目指す

■国スポ少年種別の重点強化

①【少男】新人戦・春季選手権・高校総体の
翌週に選考会を実施(指導者講習を兼ねる)
②【少女】選抜チームの重点強化

■優秀ジュニア選手の重点強化

中学選抜チームの重点強化

■社会人アスリートの確保

ふるさと選手の積極起用を促進

■県内大学・企業の強化を推進する

①【成女】強化指定チームの重点強化

②【成男】強豪大学を国スポ中心チームとし
て強化

■スポジョブながさき(県スポ協事業)

スポジョブながさきを積極活用し、大学生選
手および社会人選手の就職先を確保する

■優秀な指導者の確保・育成

指導者の資質向上

①６回

②３０

①６回

②３０

①ふるさと選手獲得のためリスト
アップ(優秀選手のみ）
②母体チームへの交渉成功率
③事前練習回数

①１００％

②６０％

③２日

①１００％

②７０％

③４日

①１００％

②８０％

③４日

①３回

②３０泊

①３回

②３０泊

①３位

②３位

①２位以内

②３位以内

①２位以内

②３位以内

①優勝

②２位以内

①優勝

②２位以内

①１回 ①２回以上 ①２回以上

少子化を踏
めた次世代
アスリート
の発掘・育
成

①開催回数

②参加チーム数

①３回

②３０

①３回

②３０

①６回

②３０

①開催回数

②小学生の連盟登録者数

①０回

②２５６名

長崎ミライアスリート強化事業①３回

②２６５名

①３回

②２６５名

①３回

②２６５名

①３回

②２６５名

①３回

②２６０名

①３回

②３００

①３回

②３００

①３回

②３００

①年間開催回数

②県外遠征回数

①３回

②３０泊

①３回

②３０泊

①３回

②３０泊

①６回

②３０

長崎ミライアスリート強化事業

各地区１回ずつ実施を２回に増加させる

ジュニアスポーツ推進事業
国スポ強化事業

長崎ミライアスリート強化事業
オリンピックアスリート等特別強化事業

1
.
人
が
育
つ

①公認コーチ３資格取得者数
　（現役世代）

①１５人 ①１６人 ①１７人 ①１８人 ①１９人 ①２０人 指導者育成県外派遣事業

指導者講習は小・中・高、各カテゴリー
において選手選考会を兼ねて実施

優秀な指導
者の確保・
育成

ジュニア選
手(中学・高
校生世代)の
強化・充実

①２回以上 ①２回以上 ①２回以上 未来ながさきスポーツプロジェクト

社会人アス
リートの確
保とサポー
ト体制の充
実

①本県出身の大学生選手・社会人
選手への情報発信回数

①３回

②３０泊

①選考会兼指導者講習会の実施

②大会までの実施セット数

①３回

②３００

①３回

②３００

①３回

②３００

ふるさと選手招へい事業

①九州大学リーグ順位
　（〇〇大学）
②九州大学リーグ順位
　（■■大学）

①優勝

②２位以内

企業・大学チーム強化助成事業
都道府県対抗駅伝強化事業

①１００％

②８０％

③６日

①１００％

②８０％

③６日

①１００％

②８０％

③６日

戦略の
3本柱

主要施策 実施項目 評価指標
備考

(該当する補助事業)

●●競技連盟競技団体名長崎県競技力向上戦略ビジョン5カ年推進計画 例示
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(様式1)

2025 2026 2027 2028 2029 2030
【基準値】 【目標値】

戦略の
3本柱

主要施策 実施項目 評価指標
備考

(該当する補助事業)

●●競技連盟競技団体名長崎県競技力向上戦略ビジョン5カ年推進計画 例示
■推進計画の策定

５カ年推進計画を含めた強化計画の遂行
①各カテゴリー別の強化会議
②競技力委員会での検討

■競技団体提案型事業

①強化事業の推進
②協賛イベントの実施

■競技団体の広報活動を支援

Instagramを開設し、情報発信に努める
①フォロワー獲得
②広報担当の設置

■財源確保

選抜チーム等の夏場の強化練習の空調使用料
捻出

■スポーツ医・科学研修会の充実

●●連盟スポーツ医科学部会のさらなる充実
化を図る

■選手・指導者等へのサポート体制の充実

女性アスリートの活躍

■競技用具の整備

各チーム主導のもと、器具類の安全点検に努
める

■競技スポーツ環境の充実

体罰のない世界を作り出すため、大会に体罰
防止横断幕を「必ず」設置する

具体的な取
組み

広報戦略

新たな財源
確保

2
.
人
が
つ
な
が
る

スポーツ
医・科学の
活用

競技スポー
ツ環境の整
備

3
.
人
が
満
た
さ
れ
る

①スポーツ医科学部会の会議回数

②会員数

①国スポ天皇杯競技別順位

②協賛数

①２０位
(２０位中)

②０

①１０位
(２０位中)

②３

①１０位
(２０位中)

②５

①８位
(２０位中)

②７

①８位
(２０位中)

②９

①５位
(２０位中)

②１０

①実施回数（合計）

②検討回数（年間）

①９回

②３回

①９回

②３回

①９回

②３回

①２回

②１０名

①３回

②１２名

①３回

②１３名

①１５０名

②２４

①２００名

②２４

①２５０名

②２４

①９回

②３回

①９回

②３回

①９回

②３回

①協力企業数

②目標額

①０

②０

①６

②３０万

①７

②３５万

①８

②４０万

①９

②４５万

①１０

②５０万

１口５万円×企業数で試算

①フォロワー数

②発信数

①０名

②０

①５０名

②１２

①１００名

②２４

①設置率 ①１００％ ①１００％ ①１００％ ①１００％ ①１００％ ①１００％

- - - - - - - 競技用具整備事業

①３回

②１４名

①３回

②１５名

①３回

②１６名

インテリジェントアスリート育成事業

①女性アスリート研修会参加者数 ①０名 ①６０名 ①７０名 ①８０名 ①９０名 ①１００名 トレーナー派遣事業
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(様式2)

競技団体名 ●●競技連盟

2026
数値目標

■競技体験型事業

キッズフェスティバルの開催

■ジュニア教室の開催

ジュニア教室の定期開催によりジュニア層の
レベルアップおよび指導力向上を目指す

■国スポ少年種別の重点強化

①【少男】新人戦・春季選手権・高校総体の
翌週に選考会を実施(指導者講習を兼ねる)
②【少女】選抜チームの重点強化

■優秀ジュニア選手の重点強化

中学選抜チームの重点強化

■社会人アスリートの確保

ふるさと選手の積極起用を促進

■県内大学・企業の強化を推進する

①【成女】強化指定チームの重点強化

②【成男】強豪大学を国スポ中心チームとし
て強化

■スポジョブながさき(県スポ協事業)

スポジョブながさきを積極活用し、大学生選
手および社会人選手の就職先を確保する

■優秀な指導者の確保・育成

指導者の資質向上

■推進計画の策定

５カ年推進計画を含めた強化計画の遂行
①各カテゴリー別の強化会議
②競技力委員会での検討

■競技団体提案型事業

①強化事業の推進
②協賛イベントの実施

■競技団体の広報活動を支援

Instagramを開設し、情報発信に努める
①フォロワー獲得
②広報担当の設置

■財源確保

選抜チーム等の夏場の強化練習の空調使用料
捻出

■スポーツ医・科学研修会の充実

●●連盟スポーツ医科学部会のさらなる充実
化を図る

■選手・指導者等へのサポート体制の充実

女性アスリートの活躍

■競技用具の整備

各チーム主導のもと、器具類の安全点検に努
める

■競技スポーツ環境の充実

体罰のない世界を作り出すため、大会に体罰
防止横断幕を「必ず」設置する

①県南・県央・県北地区で各１回ずつ実施。(小学生部が主管)

②人口減少の状況下、増加は見込めずとも、減少しないことを目指す

①開催回数

②参加チーム数

①３回

②３０

①県南・県央・県北地区で各１回ずつ実施。(小学生部が主管)

②各地区１０チーム以上の参加を目指す

長崎県競技力向上戦略ビジョン5カ年推進計画【2026年】

1
.
人
が
育
つ

少子化を踏
めた次世代
アスリート
の発掘・育
成

①開催回数

②小学生の連盟登録者数

①３回

②２６０名

①九州大学リーグ順位
　（〇〇大学）
②九州大学リーグ順位
　（■■大学）

①２位以内

②３位以内

(①②共通)関西地方への遠征などを行い、競技力向上を図る

①場所は大村市もしくは諫早市内高校体育館で実施。１回目は監督推薦(監督帯同必
須)、２回目以降は協会推薦で実施

②男女とも、県外チームや地元強豪高校との練習試合を通して競技力向上を図る

社会人アス
リートの確
保とサポー
ト体制の充
実

①ふるさと選手獲得のた
めリストアップ(優秀選手
のみ）
②母体チームへの交渉成
功率
③事前練習回数

①１００％

②７０％

③４日

①優秀選手の卒業後の活動状況のフォローを行う
②必要に応じて、競技力向上対策本部との連携を図りながら、ふるさと選手獲得を目
指す
③土日を利用した強化練習を九州ブロック前に２回以上実施

①選考会兼指導者講習会
の実施

②大会までの実施セット
数

①３回

②３００

ジュニア選
手(中学・高
校生世代)の
強化・充実

①年間開催回数

②県外遠征回数

①３回

②３０泊

①場所は大村市もしくは諫早市内高校体育館で実施。１回目は監督推薦(監督帯同必
須)、２回目以降は協会推薦で実施

②県外強豪チームを訪問して強化を図る

①大学２年次における登録を呼びかけ、３年次からマッチング開始を呼びかける

優秀な指導
者の確保・
育成

①公認コーチ３資格取得
者数
　（現役世代）

①１６人

①国スポコーチとして適用されるコーチ３の資格取得者を年１人のペースで増員して
いく

①本県出身の大学生選
手・社会人選手への情報
発信回数

①２回以上

①国スポ天皇杯競技別順
位

②協賛数

①１０位
(２０位中)

②３

①まずは国スポ出場を目指すための取組みを実施することが重要

②協賛イベントについてはキッズフェスティバル開催費用負担金とする。(各地区１社
以上で達成)2

.
人
が
つ
な
が
る

具体的な取
組み ①実施回数（合計）

②検討回数（年間）

①９回

②３回

①中学カテゴリー・少年男女・成年男女でそれぞれ３回実施

②競技力委員会において、各カテゴリーの強化進捗を確認、必要に応じて改善してい
く。

3
.
人
が
満
た
さ
れ
る

スポーツ
医・科学の
活用

①スポーツ医科学部会の
会議回数

②会員数

①３回

②１２名

①連盟役員の平均年齢が高いので、若手を指名し、広報戦略をたてる。

②まずは大会結果報告からポストしていく

新たな財源
確保 ①協力企業数

②目標額

①６

②３０万

広報戦略
①フォロワー数

②発信数

①５０名

②１２

①当連盟スポーツ医科学部会からの提言を含め、日ごろのコンディショニングについ
て更なる連携を図る

②構成メンバー：スポーツ内科医・スポーツ整形外科医・薬剤師・公認アスレティッ
クトレーナーなど

①女性アスリート研修会
参加者数

①６０名

①女性アスリートの競技力向上に特化したサポートを展開していく

①夏場の熱中症対策として、１時間２万円と試算し、１５時間分の費用の捻出を目指
す

-

①設置率 ①１００％

①体罰の根絶は必須である

競技スポー
ツ環境の整
備 - -

戦略の
3本柱

主要施策 実施項目 評価指標 具体的取組内容

例示
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